
 

 

 

 

 
 

 

 

                                                                                                                                                                                                    

 

 

  

 

 

                                                                                                                                                                                                          

                                                                                                                                                                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 学校便り「ハメドゥースト」 
２０２３年度 第７号 

2023年10月31日発行

      テヘラン日本人学校 校長 西田隆之 

 充実した内容、堂々とした発表態度、会場からの温

かい拍手。これまで学んできた成果をおうちの方に伝

える『学習発表会』を先週末に行いました。保護者の

皆様には、お忙しい中、ご来場いただき、ありがとう

ございました。 

 発表する子ども達は7人でしたが、あっという間の

2時間だったのではないでしょうか。また、一人一人

の成長を感じとっていただいたのではないでしょう

か。 

 確かに、小規模校には大規模校にないものがありま

す。しかし、逆に大規模校にはないものを小規模校は

持っています。今回の学習発表会では、7人がフル稼

働しました。音楽、英語、ペルシャ語、生活科・総合

的な学習、など4つの教科の発表でしたが、いずれも

一人一人の持ち時間、活躍の場があり、子ども達にと

っては気の抜けない2時間だったと思います。国内の

学校だったら、セリフが数秒とか、出演時間が15分

といったことになりますが、少人数だからこそ、それ

ぞれの子の出演時間も長く、それによって、個々の成

長をより深く、より詳しく見ていただけたのではない

かと思います。 

 学習発表会が始まる前は、緊張してこわばった顔の

子もいました。しかし、発表会後は、やり終えた安堵

と満足感の笑顔になっていました。本番までの練習が

一番成長する期間ですが、今回の発表会のステージが

あったからこそであり、緊張と不安を乗り越えたこと

によって、さらに成長できたように思います。 

 今回の経験をもとにして、また今日から心新たに

“できないことができる”“知らなかったことを知る”

学習に取り組んでほしいと思います。 

  

 

    写真           写真 

10 月 11 日、12 日は、フリー参観日にお越し

くださり、ありがとうございました。子ども達も、

おうちの方が後ろにおられると、背筋が伸び、やや

緊張した面持ちだったり、普段と違う行動をとった

りしていましたが、それも含めて我が子の姿です。

子どもも大人も、四六時中同じテンション、同じ姿

でいることはありません。人はいろいろな面を持っ

ていますので、今回の参観日も我が子の多面的な理

解に役立てていただければと思います。 

 

 

   写真           写真 

【１１月行事予定】 

11月 １日 朝会 

    ２日 避難訓練（不審者） 

    6 日 委員会 

    ７日 遠足 

   12 日 中学部実力テスト週（～16日） 

   13 日 クラブ 

   15 日 コリアンスクール交流授業 

   20 日 中学部中間考査週間（～12月3日） 

   28 日 進路講演会 

    

 10月22日、児童生徒4名、保護者6名が漢字

検定に挑みました。親子で取り組む検定は、本校な

らではでしょう。むしろ、漢字を忘れていくお父さ

ん、お母さんが受検されていることに感動します。 

 今後も、漢字検定を 

することが目的になら 

ず、漢字検定を漢字学 

習の手段にしていけれ 

ばと思います。 


